
1 

PM
（

Pr
og

ra
m

 M
on

ito
r）

－
 T

SO
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
⾏

モ
ニ

タ
ー

 
イ

ン
ス

ト
ー

ル
・

ガ
イ

ド
 

20
22

/1
0/

25
 R

el
ea

se
1.

1c
 株

式
会

社
ア

ル
テ

シ
ー

ド
  

Ⅰ
 －

 プ
ロ

グ
ラ

ム
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
、

パ
ネ

ル
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
格

納
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

作
成

 

①
 

ロ
ー

ド
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
格

納
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

作
成

す
る

。
 

//
LO
AD

LI
B 

 D
D 

DI
SP

=(
NE
W,

CA
TL

G)
,D

SN
=h

lq
.T

PM
LL
IB

, 
//

  
  

  
  

  
  

UN
IT

=S
YS
DA

,V
OL

=S
ER

=v
ol

se
r,

SP
AC
E=

(T
RK

,(
5,

2,
0)

),
 

//
  
  

  
  

  
  

DS
NT

YP
E=
LI

BR
AR

Y,
DC

B=
(R

EC
FM

=U
,B
LK

SI
ZE

=3
27

60
) 

②
 

パ
ネ

ル
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
格

納
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

作
成

す
る

。
 

//
PA
NE

LI
B 

 D
D 

DI
SP

=(
NE
W,

CA
TL

G)
,D

SN
=h

lq
.T

PM
PL
IB

, 
//

  
  

  
  

  
  

UN
IT

=S
YS
DA

,V
OL

=S
ER

=v
ol

se
r,

SP
AC
E=

(T
RK

,(
3,

1,
0)

),
 

//
  
  

  
  

  
  

DS
NT

YP
E=
LI

BR
AR

Y,
DC

B=
(R

EC
FM

=F
B,
LR

EC
L=

80
) 

③
 

CL
IS

T
格

納
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

作
成

す
る

。
 

//
CL
ST

LI
B 

 D
D 

DI
SP

=(
NE
W,

CA
TL

G)
,D

SN
=h

lq
.T

PM
CL
IB

, 
//

  
  

  
  

  
  

UN
IT

=S
YS
DA

,V
OL

=S
ER

=v
ol

se
r,

SP
AC
E=

(T
RK

,(
2,

1,
0)

),
 

//
  
  

  
  

  
  

DS
NT

YP
E=
LI

BR
AR

Y,
DC

B=
(R

EC
FM

=F
B,
LR

EC
L=

80
) 

④
 

オ
ブ

ジ
ェ

ク
ト

・
モ

ジ
ュ

ー
ル

格
納

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

を
作

成
す

る
。

 
//

OB
JL

IB
  

 D
D 

DI
SP

=(
NE
W,

CA
TL

G)
,D

SN
=h

lq
.T

PM
OB
J,

 
//

  
  

  
  

  
  

UN
IT

=S
YS
DA

,V
OL

=S
ER

=v
ol

se
r,

SP
AC
E=

(T
RK

,(
5,

2,
0)

),
 

//
  
  

  
  

  
  

DS
NT

YP
E=
LI

BR
AR

Y,
DC

B=
(R

EC
FM

=F
B,
LR

EC
L=

80
) 

 

Ⅱ
 －

 配
布

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

 

①
 

O
bj

ec
tフ

ォ
ル

ダ
内

の
す

べ
て

の
フ

ァ
イ

ル
を

、
作

成
し

た
hl

q.
TP

M
O

BJ
に

バ
イ

ナ
リ

ー
転

送
で

ア
ッ

プ
ロ

ー
ド

す
る

。
 

TP
M

、
TP

M
AU

TH
、

TP
M

TE
ST

 

②
 

Pa
ne

lフ
ォ

ル
ダ

内
の

す
べ

て
の

フ
ァ

イ
ル

を
、

作
成

し
た

hl
q.

TP
M

PL
IB

に
バ

イ
ナ

リ
ー

転
送

で
ア

ッ
プ

ロ
ー

ド
す

る
。

 

TK
SP

BR
EK

、
TK

SP
HE

LP
、

TK
SP

M
AI

N、
TK

SP
NO

TE
 

hl
q 

…
 第

1
修

飾
子

。
任

意
の

修
飾

子
を

指
定

す
る

。
 



2  

Ⅲ
 －

 ロ
ー

ド
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
の

作
成

 

次
の

JC
L

を
参

考
に

し
て

、
PM

の
ロ

ー
ド

・
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
リ

ン
ケ

ー
ジ

す
る

。
 

//
BI
ND

TP
M 

 E
XE

C 
PG

M=
IE
WL

, 
//

  
  

  
  

  
  

 P
AR

M=
'L
IS

T,
MA

P,
XR

EF
,N

CA
L,

AM
OD
E=

31
,R

MO
DE

=A
NY

' 
//

SY
SP

RI
NT

 D
D 

SY
SO

UT
=*
 

//
SY
SL

MO
D 

 D
D 

DI
SP

=S
HR
,D

SN
=h

lq
.T

PM
LL

IB
 

//
SY
SO

BJ
  

 D
D 

DI
SP

=S
HR
,D

SN
=h

lq
.T

PM
OB

J 
//

SY
SL

IN
  

 D
D 

* 
  

IN
CL

UD
E 

SY
SO

BJ
(T

PM
) 

  
EN
TR

Y 
TP

MM
AI

N 
  

NA
ME

 P
M(

R)
 

  
IN
CL

UD
E 

SY
SO

BJ
(T

PM
AU
TH

) 
  

SE
TC

OD
E 

AC
(1

) 
  

NA
ME

 T
PM

AU
TH

(R
) 

  
IN
CL

UD
E 

SY
SO

BJ
(T

PM
TE
ST

) 
  

MO
DE

 A
MO

DE
(2

4)
,R

MO
DE
(2

4)
 

  
NA
ME

 T
PM

TE
ST

(R
) 

//
 

バ
イ

ン
ダ

ー
（

リ
ン

ケ
ー

ジ
・

エ
デ

ィ
タ

ー
）

の
ス

テ
ッ

プ
は

CC
=

4
で

終
了

す
る

。
 

（
p1

3
の

「
Ⅹ

 －
 P

M
（

TS
O

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

⾏
モ

ニ
タ

ー
）

ツ
ー

ル
の

起
動

テ
ス

ト
」

が
終

了
し

た
ら

、
hl

q.
TP

M
O

BJ
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
は

削
除

可
）

 

 

Ⅳ
 －

 ロ
ー

ド
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
AP

F
登

録
 

hl
q.

TP
M

LL
IB

を
AP

F
許

可
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
と

し
て

登
録

す
る

。
 

M
VS

コマ
ンド

で
登

録
 

==
==

==
==

==
==
==
==
==
 

SE
TP
RO

G 
AP

F,
AD

D,
DS

N=
hl
q.

TP
ML

LI
B,

VO
L=

vo
ls

er
 

TP
M

を
継

続
し

て
使

用
す

る
場

合
は

、
SY

S1
.P

AR
M

LI
B

の
PR

O
Gx

x
メ

ン
バ

ー
に

追
加

す
る

と
よ

い
。

 

コ
ン

ソ
ー

ル
（

SD
SF

の
LO

G
パ

ネ
ル

含
む

）
の

操
作

権
限

を
持

た
な

い
場

合
は

、
シ

ス
テ

ム
管

理
者

に
相

談
す

る
。

 

※
hl

q.
TP

M
LL

IB
を

AP
F

許
可

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

に
登

録
し

な
か

っ
た

場
合

、
PM

起
動

時
に

「
TP

M
90

4D
 T

PM
AU

TH
 IS

 N
OT

 R
EG

IS
TE

RE
D 

IN
 IK

JT
SO

xx
/A

UT
HP

GM
 O

S 
IP

L 
PA

RA
M

ET
ER

」

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
出

⼒
さ

れ
、

PM
を

起
動

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。（

CC
=

12
で

終
了

）
 



3  

Ⅴ
 －

 T
SO

/E
の

許
可

プ
ロ

グ
ラ

ム
登

録
 

PM
起

動
時

に
初

期
設

定
処

理
で

実
⾏

す
る

TP
M

AU
TH

モ
ジ

ュ
ー

ル
を

、
TS

O
/E

許
可

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

登
録

す
る

。
使

用
中

の
IK

JT
SO

xx
メ

ン
バ

ー
の

サ
フ

ィ
ッ

ク
ス

xx
部

分
は

、
IE

AS
YS

xx

の
IK

JT
SO

パ
ラ

メ
ー

タ
ー

の
指

定
を

⾒
る

か
、「

D 
IK

JT
SO

,A
UT

HP
GM

」
コ

マ
ン

ド
を

実
⾏

す
れ

ば
確

認
で

き
る

。
 

SY
S1
.P

AR
ML

IB
(I

KJ
TS

Ox
x)
 

==
==
==

==
==

==
==

==
==

==
==
 

AU
TH
PG

M 
NA

ME
S(

  
  

  
  
  

/*
 A

UT
HO

RI
ZE

D 
PR

OG
RA
MS

  
  

  
*/

 +
 

  
 T

PM
AU

TH
  

  
  

  
  

  
  

/*
 T

SO
 P

RO
GR

AM
 M

ON
IT
OR

  
  

  
*/

 +
 

  
 I
CH

UT
10

0 
  

  
  

  
  
  

/*
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

  
*/

 +
 

  
 :

 
  

 I
EB

CO
PY

  
  

  
  

  
  
  

/*
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
  

  
*/

) 
登

録
し

た
ら

、
次

の
M

VS
コ

マ
ン

ド
で

反
映

で
き

る
。

 
SE

T 
IK

JT
SO

=x
x 

反
映

さ
れ

た
か

ど
う

か
は

、「
D 

IK
JT

SO
,A

UT
HP

GM
」

コ
マ

ン
ド

を
実

⾏
す

れ
ば

確
認

で
き

る
。

 

 

Ⅵ
 －

 P
M

パ
ネ

ル
で

使
用

す
る

フ
ァ

ン
ク

シ
ョ

ン
キ

ー
・

リ
ス

ト
の

登
録

 

使
用

し
て

い
る

IS
PF

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

の
中

に
、

PM
ツ

ー
ル

の
表

示
パ

ネ
ル

で
使

用
す

る
フ

ァ
ン

ク
シ

ョ
ン

キ
ー

・
リ

ス
ト

を
登

録
す

る
。

 

 

IS
PF

の
オ

プ
シ

ョ
ン

0
を

実
⾏

し
、

ア
ク

シ
ョ

ン
・

バ
ー

の
Fu

nc
tio

n 
Ke

ys
の

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
開

く
。（

日
本

語
パ

ネ
ル

の
場

合
は

、
機

能
キ

ー
と

表
示

さ
れ

て
い

る
）

 

         

こ
の

⾏
を

追
加

す
る

。
 



4 

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
開

い
た

ら
、「

2」
を

選
択

す
る

。
 

す
る

と
、

現
在

使
用

し
て

い
る

キ
ー

リ
ス

ト
の

一
覧

表
示

画
面

に
な

る
。

 

            ア
ク

シ
ョ

ン
・

バ
ー

の
Vi

ew
の

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
開

く
。

 

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
開

い
た

ら
、「

3」
を

選
択

す
る

。
 

          

  



5 

ap
pl

ic
at

io
n 

ID
（

適
用

業
務

ID
）

を
「

TK
S」

に
変

更
す

る
。

 

TK
S

と
上

書
き

⼊
⼒

し
て

実
⾏

キ
ー

を
押

す
と

、
空

の
キ

ー
リ

ス
ト

が
表

示
さ

れ
る

。
 

            ア
ク

シ
ョ

ン
・

バ
ー

の
Fi

le
の

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
開

く
。

 

ポ
ッ

プ
ア

ッ
プ

が
開

い
た

ら
、「

1」
を

選
択

す
る

。
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Ke
yl

is
t N

am
e（

キ
ー

リ
ス

ト
名

）
に

、「
TK

SK
M

AI
N」

を
⼊

⼒
す

る
。

 

      左
下

の
画

面
に

従
っ

て
、

同
じ

内
容

を
設

定
す

る
。

 

一
部

の
コ

マ
ン

ド
は

、
名

前
の

末
尾

に
ピ

リ
オ

ド
が

あ
る

。
こ

れ
も

忘
れ

ず
に

⼊
⼒

す
る

。
 

F1
2

ま
で

⼊
⼒

し
終

わ
っ

た
ら

、
実

⾏
キ

ー
を

押
す

。
 

（
PM

パ
ネ

ル
で

は
画

面
の

ス
ク

ロ
ー

ル
や

デ
ー

タ
の

探
索

を
プ

ロ
グ

ラ
ム

独
⾃

に
⾏

っ
て

い
る

。
ピ

リ
オ

ド
を

付
け

ず
に

登
録

す
る

と
、

そ
の

コ
マ

ン
ド

を
IS

PF
が

先
に

拾
っ

て
し

ま
う

た
め

区
別

す
る

た
め

に
ピ

リ
オ

ド
を

付
け

て
別

コ
マ

ン
ド

と
な

る
よ

う
に

し
て

い
る

）
 

 F1
︓

 
HE

LP
 

F2
︓

 
SP

LI
T 

F3
︓

 
EN

D 
F4

︓
 
MA

IN
 

F5
︓

 
RF

IN
D.

 
F6

︓
 
SH

OW
 J

PQ
 

F7
︓

 
UP

. 
F8

︓
 
DO

WN
. 

F9
︓

 
SW

AP
 

F1
0︓

 +
4?

 

F1
1︓

 +
0?

 

F1
2︓

 R
ET

RI
EV
E 
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登
録

す
る

と
こ

の
よ

う
な

画
面

に
な

る
。

 

F1
か

ら
F1

2
ま

で
登

録
で

き
た

ら
、

PF
3

キ
ー

で
終

了
。

 

   キ
ー

設
定

の
内

容
は

、
好

み
で

⾃
由

に
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
で

き
る

。
具

体
的

な
コ

マ
ン

ド
名

は
、

ヘ
ル

プ
や

操
作

ガ
イ

ド
を

参
照

す
る

。
た

だ
し

、
F1

、
F2

、
F3

、
F7

、
F8

、
F9

あ
た

り
は

IS
PF

の
標

準
キ

ー
設

定
と

異
な

っ
て

し
ま

う
た

め
変

更
し

な
い

⽅
が

よ
い

。
F3

キ
ー

や
F9

キ
ー

を

変
え

て
し

ま
う

と
F3

キ
ー

で
の

終
了

や
F9

キ
ー

で
の

画
面

切
り

替
え

が
で

き
ず

、
EN

D
や

SW
AP

と
⼊

⼒
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
く

な
る

。ほ
と

ん
ど

の
キ

ー
を

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

す
る

な
ら

、

F1
か

ら
F1

2
で

は
な

く
F1

3
か

ら
F2

4
に

追
加

設
定

す
る

⽅
が

よ
い

。
 

   メ
イ

ン
の

キ
ー

リ
ス

ト
が

登
録

で
き

た
ら

、
次

は
ヘ

ル
プ

用
の

キ
ー

リ
ス

ト
を

作
る

。
 

TK
SK

M
AI

N
の

左
横

に
、「

N」
を

⼊
⼒

し
て

作
業

を
続

け
る

。
 

          

  

こ
こ

に
N

を
⼊

⼒
。

 



8 

ヘ
ル

プ
用

の
キ

ー
リ

ス
ト

名
は

、「
TK

SK
HE

LP
」

 

             ヘ
ル

プ
用

の
キ

ー
リ

ス
ト

内
容

。
⼊

⼒
し

た
ら

、
実

⾏
キ

ー
で

登
録

。
 

登
録

し
た

ら
、

作
業

は
終

わ
り

。
PF

3
キ

ー
で

終
了

し
て

い
く

。
 

F1
︓

 
HE

LP
 

F2
︓

 
SP

LI
T 

F3
︓

 
EN

D 
F7

︓
 
LE

FT
 

F8
︓

 
RI

GH
T 

F9
︓

 
SW

AP
 

F1
2︓

 R
ET

RI
EV
E 

 F7
と

F8
が

UP
と

D
O

W
N

で
な

く
LE

FT
と

RI
GH

T
に

な
っ

て
い

る
が

誤
り

で
は

な
い

。 

画
面

の
内

容
通

り
に

定
義

す
る

こ
と

。
 

  



9 

ヘ
ル

プ
の

キ
ー

リ
ス

ト
も

登
録

で
き

た
ら

、
次

は
ノ

ー
ト

用
の

キ
ー

リ
ス

ト
を

作
る

。
 

TK
SK

HE
LP

の
左

横
に

、「
N」

を
⼊

⼒
し

て
作

業
を

続
け

る
。

 

           ノ
ー

ト
・

パ
ネ

ル
用

の
キ

ー
リ

ス
ト

名
は

、「
TK

SK
NO

TE
」

 

            

  

こ
こ

に
N

を
⼊

⼒
。
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ノ
ー

ト
・

パ
ネ

ル
用

の
キ

ー
リ

ス
ト

内
容

。
⼊

⼒
し

た
ら

、
実

⾏
キ

ー
で

登
録

。
 

 F1
︓

 
HE

LP
 

F2
︓

 
SP

LI
T 

F3
︓

 
EN

D 
F7

︓
 
UP

 

F8
︓

 
DO

WN
 

F9
︓

 
SW

AP
 

F1
2︓

 R
ET

RI
EV
E 

 こ
ち

ら
は

、
F7

と
F8

を
UP

と
DO

W
N

で
定

義
す

る
。

 

画
面

の
内

容
通

り
に

定
義

す
る

こ
と

。
 

     TK
SK

M
AI

N、
TK

SK
HE

LP
、

TK
SK

NO
TE

の
3

つ
の

キ
ー

リ
ス

ト
を

登
録

し
た

ら
、

作
業

は
終

わ
り

。
PF

3
キ

ー
で

終
了

し
て

い
く

。
 

キ
ー

リ
ス

ト
が

作
成

さ
れ

る
と

、
個

人
用

IS
PF

プ
ロ

フ
ァ

イ
ル

・
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

中
に

、

TK
SP

RO
F

と
い

う
メ

ン
バ

ー
が

作
成

さ
れ

て
い

る
。

複
数

の
ユ

ー
ザ

ー
が

PM
を

利
用

す
る

場
合

、
個

々
の

ユ
ー

ザ
ー

で
キ

ー
リ

ス
ト

を
作

ら
な

く
て

も
IS

PF
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
・

デ
ー

タ

セ
ッ

ト
の

メ
ン

バ
ー

TK
SP

RO
F

を
コ

ピ
ー

し
て

も
よ

い
。

た
だ

し
、

PM
の

標
準

コ
マ

ン
ド

設
定

以
外

の
コ

マ
ン

ド
に

カ
ス

タ
マ

イ
ズ

さ
れ

て
い

る
と

、
そ

の
内

容
で

コ
ピ

ー
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。
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Ⅶ
 －

 I
SP

F
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

の
修

正
 

※
IS

PF
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

を
使

用
し

て
い

な
い

場
合

（
TS

O
ロ

グ
オ

ン
・

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
内

で
IS

PF
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

割
り

振
っ

て
い

る
運

用
等

）、
IS

PF
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

の
修

正
が

で
き

な
い

場

合
（

管
理

者
に

許
可

さ
れ

な
い

な
ど

）
は

、
p1

2
の

手
順

 Ⅷ
 に

進
む

。
 

使
用

し
て

い
る

IS
PF

起
動

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
を

次
の

よ
う

に
修

正
す

る
。

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
の

中
で

、
IS

PP
LI

B
を

割
り

振
っ

て
い

る
AL

LO
C

コ
マ

ン
ド

を
探

す
。

 
  

  
  

  
  

：
 

ER
RO

R 
OF

F 
CO

NT
RO
L 

NO
MS

G 
TS

OL
IB
 R

ES
ET

 
CO

NT
RO
L 

MS
G 

TS
OL

IB
 A

CT
 D

AT
AS

ET
('

hl
q.

TP
ML

LI
B'

) 
ER

RO
R 
EX

IT
 

AL
LO
C 

FI
(I

SP
PL

IB
) 

SH
R 
DA

( 
+ 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

 '
hl

q.
TP

MP
LI

B'
 +

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

 '
IS

P.
SI

SP
PE

NU
' 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
+ 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

 '
IS

F.
SI

SF
PL

IB
' 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

  
+ 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
  

 '
IS

P.
SI

SP
PJ

PN
')

 

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
の

修
正

が
終

わ
っ

た
ら

IS
PF

を
再

起
動

す
る

。
 

次
は

、
p1

4
の

手
順

Ⅹ
に

進
む

。
 

 

 

こ
の

⾏
を

追
加

す
る

。

※
す

で
に

別
の

TS
O

LI
B

コ
マ

ン
ド

が
使

わ
れ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
内

容
と

矛
盾

し
な

い
よ

う
に

個
別

に
調

整
す

る
。
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Ⅷ
 －

 ロ
ー

ド
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

を
TS

O
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
リ

ン
ク

・
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
に

追
加

す
る

（
IS

PF
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

を
使

っ
て

な
い

、
修

正
し

な
い

場
合

の
み

作
業

す
る

） 

通
常

、
IS

PF
の

ダ
イ

ア
ロ

グ
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
LI

BD
EF

サ
ー

ビ
ス

で
IS

PL
LI

B
に

追
加

登
録

す
れ

ば
よ

い
の

で
あ

る
が

、
PM

ツ
ー

ル
で

は
内

部
の

処
理

で
TS

O
の

IK
JE

FT
SR

サ
ー

ビ
ス

を
使

用
し

て
手

順
Ⅴ

で
登

録
し

た
TP

M
AU

TH
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
呼

び
出

し
て

い
る

。
こ

の
た

め
に

は
、

TP
M

AU
TH

モ
ジ

ュ
ー

ル
が

格
納

さ
れ

た
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
が

、
ST

EP
LI

B、
TS

O
LI

B
あ

る
い

は
M

VS
の

リ
ン

ク
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
い

ず
れ

か
に

連
結

さ
れ

て
い

る
必

要
が

あ
る

。
 

①
 

TS
O

の
ロ

グ
オ

ン
・

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
が

修
正

で
き

る
場

合
。

 

ロ
グ

オ
ン

・
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

内
の

ST
EP

LI
B

に
hl

q.
TP

M
LL

IB
を

追
加

定
義

す
る

。
ST

EP
LI

B
が

な
け

れ
ば

新
規

に
追

加
す

る
。

 
//

  
  
  

  
 E
XE
C 
PG
M=
IK
JE
FT
01
,D
YN
AM

NB
R=

25
6 

//
ST

EP
LI

B 
 D
D 
DI
SP
=S
HR
,D
SN
=.
..
yo
ur

 s
ys

te
m 
li

br
ar
y.

..
 

//
  

  
  

  
 D
D 
DI
SP
=S
HR
,D
SN
=h
lq
.T
PM

LL
IB

 

②
 

TS
O

の
ロ

グ
オ

ン
・

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
は

修
正

で
き

な
い

が
、

TS
O

の
RE

AD
Y

プ
ロ

ン
プ

ト
が

表
示

で
き

る
場

合
。

 
（

IS
PF

が
⾃

動
起

動
さ

れ
る

の
で

は
な

く
、

RE
AD

Y
プ

ロ
ン

プ
ト

か
ら

IS
PF

コ
マ

ン
ド

や
IS

PF
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

名
を

⼊
⼒

す
る

こ
と

で
IS

PF
を

起
動

で
き

る
場

合
）

 

hl
q.

TP
M

CL
IB

に
メ

ン
バ

ー
名

AD
DL

LI
B

で
、

次
の

内
容

の
CL

IS
T

を
登

録
す

る
。

 
TS

OL
IB

 A
CT

 D
AT

AS
ET

('
hl
q.

TP
ML

LI
B'

) 
IS

PF
 P

AN
EL

(U
SR

@P
RI

M)
 

TS
O

ロ
グ

オ
ン

・
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

で
の

⾃
動

コ
マ

ン
ド

指
定

例
 

//
SP

FP
RO
CE
 E
XE
C 
PG
M=
IK
JE
FT
01
,D
YN
AM
NB
R=
20
0,
  
  
  
 

//
  

  
  
  
  
  
 P

AR
M=
'E
XE
C 
''
LV
L0
.C
LI
ST
(S
ET
UP
)'
''
 

//
* 

TS
O

ロ
グ

オ
ン

・
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

で
⾃

動
実

⾏
コ

マ
ン

ド
が

指
定

さ
れ

て
い

る
場

合
は

、
そ

の
コ

マ
ン

ド
（

あ
る

い
は

CL
IS

T
や

RE
XX

）
実

⾏
後

に
IS

PF
が

⾃
動

起
動

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

。
そ

の
場

合
は

⾃
動

起
動

さ
れ

た
IS

PF
を

一
旦

終
了

さ
せ

て
AD

DL
LI

B 
CL

IS
T

を
実

⾏
す

る
。

 

上
記

①
と

②
の

い
ず

れ
か

を
⾏

っ
た

場
合

は
、

p1
3

の
手

順
Ⅸ

に
進

む
。

 

Ⅷ
 －

 ロ
ー

ド
・

モ
ジ

ュ
ー

ル
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
LN

KL
ST

登
録

（
上

記
①

と
②

の
い

ず
れ

も
選

択
で

き
な

い
場

合
に

の
み

作
業

す
る

）
 

TS
O

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

ST
EP

LI
B

に
も

追
加

で
き

ず
、

か
つ

TS
O

に
ロ

グ
オ

ン
後

IS
PF

が
⾃

動
起

動
さ

れ
て

IS
PF

終
了

後
は

⾃
動

LO
GO

FF
さ

れ
る

、
な

ど
TS

O
の

RE
AD

Y
プ

ロ
ン

プ
ト

が
表

示
で

き
な

い
場

合
は

、
下

記
の

コ
マ

ン
ド

例
を

参
考

に
し

て
hl

q.
TP

M
LL

IB
を

M
VS

の
リ

ン
ク

・
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
と

し
て

M
VS

の
LN

KL
ST

に
追

加
す

る
こ

と
に

な
る

。
 

（
コ

ン
ソ

ー
ル

（
SD

SF
の

LO
G

パ
ネ

ル
含

む
）

の
操

作
権

限
を

持
た

な
い

場
合

は
、

シ
ス

テ
ム

管
理

者
に

相
談

す
る

）
 

M
VS

コマ
ンド

で
追

加
 

==
==

==
==

==
==
==
==
==
 

こ
の

⾏
を

追
加

す
る

。
 

ロ
グ

オ
ン

・
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

修
正

後
、

TS
O

に
再

ロ
グ

オ
ン

す
る

。
 

TS
O

ロ
グ

オ
ン

画
面

下
部

の
Co

m
m

an
d

欄
に

示
さ

れ
た

コ
マ

ン
ド

を
転

記
す

る
。

空
欄

な
ら

「
IS

PF
」

と
記

し
て

IS
PF

を
起

動
す

る
。 

下
記

の
①

と
②

の
い

ず
れ

も
選

択
で

き
な

い
場

合
は

、
ペ

ー
ジ

下
部

の
LN

KL
ST

登
録

を
⾏

う
。
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①
現

⾏
の

LN
KL

ST
セ

ット
名

を確
認

す
る

。 
D 

PR
OG

,L
NK

LS
T,

JO
BN

AM
E=
us

er
id

 
 ②

hl
q.

TP
M

LL
IB

を
追

加
す

る
新

しい
LN

KL
ST

セ
ット

名
を

登
録

す
る

。 
SE

TP
RO

G 
LN

KL
ST

,D
EF

IN
E,
NA

ME
=T

PM
_L

NK
LS

T,
CO

PY
FR
OM

=c
ur

re
nt

 n
am

e 
 ③

登
録

した
新

しい
LN

KL
ST

セ
ット

に
hl

q.
TP

M
LL

IB
を

追
加

す
る

。 
SE

TP
RO

G 
LN

KL
ST

,A
DD

,N
AM
E=

TP
M_

LN
KL

ST
,D

SN
=h

lq
.T
PM

LL
IB

 
 ④

新
しい

LN
KL

ST
セ

ット
をア

クテ
ィブ

に
して

、自
分

の
TS

O
セ

ッシ
ョン

に
反

映
させ

る
。 

SE
TP
RO

G 
LN

KL
ST

,A
CT

IV
AT
E,

NA
ME

=T
PM

_L
NK

LS
T 

SE
TP
RO

G 
LN

KL
ST

,U
PD

AT
E,
JO

B=
us

er
id

 
 ⑤

元
へ

戻
す

。 
SE

TP
RO

G 
LN

KL
ST

,A
CT

IV
AT
E,

NA
ME

=p
re

vi
ou

s 
na

me
 

 
①

で
確

認
した

名
前

を指
定
 

 ※
④

で
自

分
の

TS
O

セ
ッシ

ョン
に

反
映

させ
た

ら、
す

ぐに
⑤

の
元

へ
戻

す
コマ

ンド
を

実
⾏

して
お

く。
さも

な
い

と他
の

人
も

その
LN

KL
ST

セ
ット

を
使

うこ
とに

な
る

（
問

題
が

生
じる

こと
は

な
い

が
…

）
。 

元
へ

戻
して

も
④

で
自

分
に

反
映

させ
た

hl
q.
TP

ML
LI
B

が
追

加
され

た
LN

KL
ST

セ
ット

は
ログ

オ
フす

る
ま

で
は

有
効

で
あ

る
。再

ログ
オ

ン後
に

、必
要

な
ら④

か
ら再

び
⾏

う。
 

  

Ⅸ
 －

 パ
ネ

ル
・

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

の
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
用

CL
IS

T
の

作
成

（
IS

PF
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

を
使

っ
て

な
い

、
修

正
し

な
い

場
合

の
み

作
業

す
る

）
 

hl
q.

TP
M

CL
IB

に
メ

ン
バ

ー
名

AD
DP

LI
B

で
、

次
の

内
容

の
CL

IS
T

を
登

録
す

る
。

 
IS

PE
XE

C 
LI

BD
EF

 I
SP

PL
IB
 D

AT
AS

ET
 I

D(
'h

lq
.T

PM
PL
IB

')
 

作
っ

た
CL

IS
T

を
実

⾏
す

る
。（

TP
M

CL
IB

の
メ

ン
バ

ー
リ

ス
ト

や
オ

プ
シ

ョ
ン

6
の

コ
マ

ン
ド

・
シ

ェ
ル

よ
り

実
⾏

）
 

EX
 '
hl

q.
TP

MC
LI

B(
AD

DP
LI
B)

' 

次
は

、
p1

4
の

手
順

Ⅹ
に

進
む

。
 

 

IS
PP

LI
B

に
追

加
さ

れ
た

か
は

、
IS

PL
IB

D
コ

マ
ン

ド
で

確
認

で
き

る
。
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Ⅹ
 －

 P
M

（
TS

O
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
⾏

モ
ニ

タ
ー

）
ツ

ー
ル

の
起

動
テ

ス
ト

 

PM
を

起
動

で
き

る
準

備
が

整
っ

た
ら

、
動

作
確

認
用

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
使

っ
て

PM
ツ

ー
ル

を
起

動
す

る
。

 

IS
PF

の
オ

プ
シ

ョ
ン

6
の

コ
マ

ン
ド

・
シ

ェ
ル

・
パ

ネ
ル

で
、

次
の

コ
マ

ン
ド

を
実

⾏
す

る
。

 
PM

 T
PM

TE
ST

 
実

⾏
す

る
と

、
現

⾏
画

面
に

次
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

出
る

。
 

HE
LL
O 

WO
RL

D 
**

* 
▇
 

そ
の

ま
ま

エ
ン

タ
ー

・
キ

ー
を

押
下

す
る

。
 

 

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

埋
め

込
ま

れ
た

ブ
レ

ー
ク

ポ
イ

ン
ト

に
よ

っ
て

、
パ

ネ
ル

が
切

り
替

わ
り

、
実

⾏
が

中
断

し
て

い
る

状
態

。
 

こ
の

パ
ネ

ル
で

、
実

⾏
を

中
断

し
た

テ
ス

ト
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

PS
W

、
レ

ジ
ス

タ
ー

、
メ

モ
リ

ー
の

内
容

を
表

示
で

き
る

。
F1

キ
ー

で
ヘ

ル
プ

の
表

示
、

ヘ
ル

プ
の

終
了

は
F3

キ
ー

。
 

CM
D

欄
に

GO
と

⼊
⼒

す
る

か
、

F3
キ

ー
で

終
了

し
、

次
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
表

示
と

な
る

。
 

TP
M9

10
D 

TP
MT

ES
T 

EN
DE

D 
CO

DE
=0

 
**

* 
▇
 

こ
こ

で
エ

ン
タ

ー
・

キ
ー

を
押

下
す

れ
ば

、
コ

マ
ン

ド
・

シ
ェ

ル
・

パ
ネ

ル
に

戻
る

。
 

（
PM

の
操

作
⽅

法
は

、
PM

オ
ペ

レ
ー

シ
ョ

ン
・

ガ
イ

ド
を

参
照

）
 

 プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
⾏

サ
マ

リ
ー

と
実

⾏
環

境
に

関
す

る
状

況
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
、

TS
O

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

SY
SO

UT
に

出
⼒

さ
れ

て
い

る
。

SD
SF

の
ST

パ
ネ

ル
で

、
⾃

分
の

us
er

id
空

間
を

選

択
し

て
、

︖
⽂

字
を

NP
フ

ィ
ー

ル
ド

に
⼊

⼒
す

れ
ば

SY
Sn

nn
nn

の
DD

名
で

SY
SO

UT

に
出

⼒
さ

れ
て

い
る

の
が

確
認

で
き

る
。

 

 PM
ツ

ー
ル

の
起

動
に

必
要

な
定

義
を

、I
SP

F
起

動
プ

ロ
シ

ー
ジ

ャ
ー

内
に

⾏
っ

て
い

な
い

場
合

は
、T

SO
に

ロ
グ

オ
ン

し
IS

PF
を

起
動

す
る

毎
に

必
要

な
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
操

作
を

繰
り

返
す

こ
と

に
な

る
。

継
続

し
て

PM
ツ

ー
ル

を
使

う
な

ら
ば

、
シ

ス
テ

ム
管

理
者

に
相

談
し

て
PM

ツ
ー

ル
の

起
動

に
必

要
な

定
義

を
追

加
し

て
も

ら
う

か
、

追
加

さ
れ

た
新

し
い

IS
PF

起
動

プ
ロ

シ
ー

ジ
ャ

ー
を

用
意

し
て

も

ら
う

こ
と

を
奨

め
る

。
 

 


